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茨城県 いばらきリーダー農業経営者育成講座 茨城県 経営塾
栃木県 とちぎ農業ビジネススクール 栃木農業大学校大学校
群馬県 ぐんま農業フロントランナー養成塾 群馬県
埼玉県 埼玉農業経営塾 埼玉県 経営塾
千葉県 ちばアグリトップランナー経営塾 千葉県 経営塾
東京都 TAMA NEXTファーマーズ プログラム 多摩信用金庫，首都大学東京
神奈川県 かながわ農業版MBA研修 神奈川県 経営塾
山梨県 アグリビジネススクール 山梨中央銀行





新潟県 新潟県版農業経営塾 新潟県 経営塾
富山県 とやま農業未来カレッジ農業経営塾 公益財団法人富山県農林水産公社 経営塾
石川県 いしかわ耕稼塾 公益財団法人いしかわ農業総合支援機構 経営塾
福井県 ふくい農業経営力向上塾 福井県
三重県 農業ビジネス人材育成研修 三重県，三重県農業大学校 経営塾




奈良県 奈良食のつくり手経営塾 奈良県 経営塾




山口県 やまぐち尊農塾 山口県 経営塾
徳島県 アグリビジネススクール農業経営者育成コース 徳島県立農業大学校
香川県 かがわ農業MBA塾 香川県立農業大学校 経営塾





長崎県 ながさき農業オープンアカデミー 長崎県 経営塾
熊本県 くまもと農業経営塾 熊本県
大分県 おおいた農業経営塾 大分県 経営塾
宮崎県 みやざき次世代農業リーダー養成塾 宮崎県 経営塾
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2018 年度のカリキュラムは，講義が 13 回でフィー
ルドワークが 1回となっている（表 2）． 
次に Kirkpatrickの 4段階評価モデルを参考に，ビ
ジネス塾の学習者評価方法が決定されている．
Kirkpatrick の 4 段階評価モデルは，4 つのレベルで
構成されており，レベル 1は学習者の反応，レベル
図 3 ビジネス塾の教育設計 



















を 1 位から 3 位まで回答を求め，1 位：15 点，2 位：10 点，3
位：5 点としたスコアの平均． 
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ネス塾に対し，2014 年度は 40 名，2015 年度は 48
名，2016年度は 41名，2017年度は 48名，以上 177
名が受講者登録し，うち 81名が修了認定されている．









































表 3 ビジネス塾の学習者評価 
資料：筆者作成． 
実施回 科目名 内容 形式 講師
第1回 経営マネジメント① 利益デザイン 講義・演習・討議 秋田県立大学教員
第2回 経営マネジメント② ビジネスモデルキャンバス Web事前視聴・講義・演習・討議 コンサルタント
第3回 経営マネジメント③ 事業計画の策定 講義・演習・討議 秋田県立大学教員
第4回 会計マネジメント① 原価計算 講義・演習 秋田県立大学教員
第5回 事業計画中間報告会 事業計画の報告 個別報告・討議 秋田県立大学教員
第6回 コミュニケーションマネジメント ファシリテーション 講義・演習・討議 コンサルタント
第7回 人材マネジメント② 事例報告 講義・討議 先進農業法人経営者
第8回 県外フィールドワーク 6産業化，農商工連携，地域マネジメント 県外視察・フィールドワーク 先進農業法人経営者
第9回 生産マネジメント① 作業標準，5S 講義・討議 山梨学院大学教員
第10回 生産マネジメント② 作業マニュアル 講義・討議 愛知大学教員
第11回 マーケティングマネジメント マネジリアルマーケティング 講義・討議 マーケティングリサーチ会社
第12回 経営マネジメント④ 事業計画の策定 演習・討議 秋田県立大学教員
第13回 経営マネジメント⑤ 事業計画の策定 演習（個別） コンサルタント
第14回 事業計画最終報告 事業計画の報告 個別報告 秋田県立大学教員
表 2 ビジネス塾のカリキュラムの概要（2018 年度） 
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学習プロセス（前掲図 4）が循環したのかを表 7 に
示す．各年度とも「内省」「持論化」「試行」のいず
資料：最終講義終了後に実施した評価アンケートより作成．






多様な視点で自身の経営を捉え直した 4.39 4.00 4.30
「強み・弱み」に気づいた 3.89 4.25 4.30
自分自身の状況を理解した 4.06 4.44 4.40
自身の成功や失敗の原因を考えた 3.83 4.13 4.00
自分の仕事のやり方を見直した 4.22 4.31 4.50
仕事の経験を体系的に整理した 3.61 4.00 3.80
自分なりのノウハウに落とし込んだ 3.72 3.69 3.70
経営のコツをみつけた 4.00 3.81 3.70
自分なりの農業経営のやり方を見出した 3.56 4.06 3.50
ビジネス塾で学んだ事を実践した 3.72 3.88 3.90
自分の仕事のやり方を試している 3.78 3.94 3.30























は全 17 回のうち 16 回の各講義でのアンケートで収集したデー
タを供した。
2015年度 2016年度 2017年度
理解度 3.69 3.65 3.50
85.366.356.3ルベレ義講
役立ち度 3.62 3.62 3.59
総合評価 3.64 3.62 3.59
表 4 各年度における学習者評価（レベル 1）
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表 6 ビジネス塾カリキュラムの再設計の内容 
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Problems Faced in the Development of a Human Resource Development 
Program for Farm Managers
Case Study of the Business School for Next Generation Farm Managers in Akita
Kenetsu Ueda1, Takaaki Watanabe2, Yoshitaka Fujii3
1 Department of Bioresource Sciences, Faculty of Agribusiness, Akita Prefectural University
2 Department of Bioresource Sciences, Faculty of Biological Environment, Akita Prefectural University
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Correspondence should be addressed to Kenetsu Ueda, Department of Bioresource Sciences, Faculty of Agribusiness, Akita Prefectural University, 
2-2 South, Ogata-Mura, Akita 010-0444, Japan. E-mail: ueda@akita-pu.ac.jp
This study analyzes the process of creation of the Business School for Next Generation Farm Managers in Akita, from the development of the 
idea to its implementation. From the perspective of instructional design and the organization of the essence of each process, this new human 
resource development program for agricultural business operators is run jointly by Akita Prefectural University and the Akita Prefectural 
government. The Business School for Next Generation Farm Managers in Akita has established a system of setting educational goals based on the 
current condition of the participants while raising quality standards and making improvements to its educational design at each stage of transition 
from program development to execution. The school clearly positions the program in the cycle of experience and reflection (Cycle of Experiential 
Learning) necessary for the development of unique specialized skills, a characteristic that is markedly different from other human resource 
development programs. In addition, by prioritizing the incorporation of group discussions, the business school has successfully built an effective 
learning environment in which learners are always able to process questions from different perspectives.
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